
メッシュネットワーク
導入事例

株式会社京都科学様
医療教育用シミュレータを使ったグループ学習を
即時につながるメッシュ無線LANで強力支援

株式会社京都科学様（以下、京都科学）では、医療教育用シミュレータを使ったグループ学習を円滑に行うため、シミュレータ教材
間やタブレットPCとの無線接続にサイレックス社製『Mesh Network System BR-400AN 』をご採用頂きました。採用経緯について、
ご担当の松岡様、田中様にお話を伺いました。

導入の背景

お客様の声

Mesh Network System BR-400AN 医療

生産管理部生産技術課
主任 田中康弘様

生産管理部生産技術課
課長 松岡紀之様

採用情報

採用製品：Mesh Network System BR-400AN
導入時期：2018年 9月
導入台数：累計 約400式

・電源があれば簡単にWi-Fi環境を構築できる
・一括管理ツール、経路可視化ソフト対応

▲呼吸音聴診シミュレータ「ラングⅡ」

心臓病患者シミュレータ「イチローⅡA」▶

サイレックスとの出会いは従来調達品の販売終了がきっかけ

京都科学では、心臓病患者シミュレータ、呼吸音聴診シミュレータに
グループ学習を搭載しており、シミュレータ本体とセットで提供され
るタブレットPCから遠隔で最大5台までのシミュレータを同時に操作
することができます。無線LANは、このタブレットPCとの通信と隣接
シミュレータ間の設定情報連携に使用しています。
従来は、各仕向先で入手しやすいコンシューマクラスのアクセスポイ
ントルータを採用してきましたが、製品のライフサイクルが短く、新
旧モデル間での互換性がなく、無線通信の安定性などに課題を抱えて
いました。
サイレックスの『 BR-400AN 』との出会いは、採用していたアクセス
ポイントルータが販売終了になり、懇意にしていた商社に代替品の紹
介を依頼したことがきっかけでした。当時は、メッシュって？という
印象がありましたが、製品評価をする中で、これは別の課題も解決し
てくれるのではないか、という期待を持ちました。

京都科学は、「世界の医療スキルの向上に貢献する」をキー
メッセージに医学・看護・福祉分野を担う人材育成を支援す
る各種シミュレータの開発、製造に注力しています。高度な
医療サービスは、少子高齢化の課題を抱える先進国に留まら
ず、グローバルで高いレベルの人材育成が急務です。世界の
医療教育に貢献することで、その先の豊かな社会をけん引す
る企業を目指しています。

採用先プロフィール

株式会社京都科学様

関連製品

モジュールにメッシュネットワーク通信に必
要なすべての構成要素を搭載。
評価キットをラインナップしており、購入後、
即時かつ簡単に性能評価が可能です。

・専門知識不要の簡単設置
・電源さえあれば簡単にWi-Fi環境を構築
・一括管理ツール、経路可視化ソフト対応

組込みメッシュモジュール MNS-300EM

https://www.kyotokagaku.com/



製品を導入して得られた効果/メリットは？

無線を使った機能がトラブルの温床に…

即接続・メッシュ無線LAN

製品キッティング時間の劇的短縮化

ICTを積極活用して世界の医療水準の向上に貢献する

『BR-400AN 』を採用して得られた具体的なメリットの一つに、「複
数シミュレータ導入時のキッティング時間が格段に短縮できた」とい
うものがあります。
『BR-400AN 』は、それぞれのシミュレータの本体に内蔵しており、
本体電源を入れると即時にメッシュ型の無線LANによって相互接続し
てくれます。この動作が社内外で高評価を得ています。
グループ学習のため複数台の導入、また、追加で導入される場合、現
地でシミュレータ本体に内蔵された無線機器同士の接続設定は、WDS
（Wireless Distribution System）という機能を使って構成していまし
た。WDSは、接続させる機器の親子関係を決めたうえで、子機側の
MACアドレスを親機に登録するという作業を要します。導入台数に応
じて設定時間は増大し、追加で製品を導入する場合も、納入済み製品
を含めて設定作業が必要でした。
これに対して『 BR-400AN 』は、メッシュIDとパスワード、無線チャ
ネルを予め共通化しておくだけで無線LAN構成が自動的に完了するた
め、現地での製品設定作業を劇的に短縮できるようになりました。
無線機器としての単価は上がったのですが、セットアップやトラブル
対応にかかるコストを考えれば相殺以上の価値があると感じています。

しかし、これらベーシックなものに、無線通信技術やクラウド、AIと
いったICTの力を積極的に取り込んでいくことで、より広くスピーディ
に、より緻密で確実な医療サービスの世界的発展に貢献できる可能性
を感じています。

今後の展望

無線を採用している製品では、タブレットPCとの通信やシミュレータ
の通信連携がエンドユーザ様の利便性の肝になります。しかし、無線
通信が安定しないと途端にクレームとなり、緊急な対応を余儀なくさ
れてしまいます。従来採用していた無線機器もこの点において、選定
の難しさを感じていました。
また、この他にも自社製品のライフサイクルにマッチした無線機器の
購入という点においても課題意識がありました。

医療教育の教材は、人体構造といった普遍的な分野における基礎疾患
の知識や症例毎の診断スキルを身につけることを目的に作られている
ため、デザインの大きな変更はなく、10年を超える耐久性を持って供
給しています。
その一方で、これまで採用してきたコンシューマクラスの無線LAN機
器は、1~2年毎にモデルチェンジしてしまい、新旧製品で機能的互換
性がないなど、変更のたびに、自社製品全体の品質を担保していくと
いう作業が発生するので毎回苦労していました。
また、市場のグローバル化によって、出荷仕向け国毎に現地で使用可
能かつ手頃な価格で安定的に無線LAN機器を入手するという点も悩み
事になっていました。

抱えていた課題は？

サイレックス製品の採用の決め手は？

サイレックスの『 BR-400AN 』を採用して、最も印象的なのは接続性
の良さです。タブレットPC向けのアクセスポイント機能、隣接シミュ
レータ間の通信連携において接続不安定や予期せぬ切断といったこと
は発生したことはありません。統計データはありませんが、お客様か
らの無線トラブルコールは格段に低減しているものと思います。

また、『BR-400AN 』が日本だけでなく、製品ニーズの高い北米や欧
州に対応したモデル展開をしていること、必要に応じて認証国追加の
相談ができることも安心につながっています。しかも、メーカ保証も
標準で5年間の設定で、製品の長期供給についても組織的なライフサ
イクルマネジメントの取り組みがあること、後継製品での機能互換の
提案が受けられることもパートナーとしての信頼を厚くしています。

確かな接続性、グローバルかつ長期供給

医療

Mesh Network System BR-400AN

無線接続には親機・子機の関係がある
ため、電源を投入する個体や接続関係
を意識する必要があり、ユーザが使用
する際の制約があった。

接続させる無線機器の親子関係を決め
たうえで子機側のMACアドレスを親機
に登録する作業が必要。

電源を入れる個体や接続関係を意識
せず利用でき、自由度が向上

BEFORE（WDS接続)

医療教育用シミュレータは、その目的から人体と症例を具現化する
というメインのデザインは不変的です。

接続の安定性も飛躍的に向上

電源を入れると即時にメッシュ型の
無線LANによって相互接続

AFTER（Mesh接続)

各シミュレータに
『BR-400AN 』を内蔵



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


